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１ 試験開始の指示があるまで問題用紙を開けてはいけません。 

   ２ 試験時間は60分です。試験開始後30分までは途中退室できません。 

   ３ 問題は全60問で、14ページまであります。印刷不明瞭や乱丁・落丁がある

場合には申し出てください。 

   ４ 受験番号・氏名を解答用紙に記入してください。 

  ５ 問題の内容に関する質問には一切お答えできません。 

   ６ 体調不良等の場合はその場で挙手し、係員の指示に従ってください。 

  ７ 不正行為およびそれに類する行為を発見した場合は、受験を中止し、退場

を命ずることがありますので御注意ください。 

 

合格発表について 

 

令和７年12月12日（金）午前９時に県庁前掲示板、各合同庁舎（大津合同庁舎

および木之本合同庁舎を除く。）の行政情報コーナー、各保健所および大津市保

健所の掲示版、滋賀県ホームページに合格者の受験番号を掲示・掲載します。ま

た、合格者には合格通知書を送付します。 

 

 

滋 賀 県 

注 意 事 項 
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衛生法規に関する知識 
 

[配点：１問５点×２０問＝１００点] 

 

問１～問２ 次の文章は、クリーニング業法第１条の目的に関する条文であ

る。文中の（  ）に当てはまる語句として正しいものを下の語群から１

つ選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。  

                  

「この法律は、クリーニング業に対して、公衆衛生等の見地から必要な指

導及び取締りを行い、もってその経営を（ 問１ ）に適合させるとと

もに、（ 問２ ）を図ることを目的とする。」             

 

【語群】   

ア クリーニング業の振興  イ 公共の福祉  ウ 環境の基準  

エ 利用者の利益の擁護  オ 営業者の利益の擁護  カ 衛生の基準 

 

 

問３～問５ クリーニング業法第２条で規定する定義に関する次の記述につ

いて、正しいものには○を、誤っているものには×をそれぞれ解答用紙に

記入しなさい。                          

  

 問３ 「営業者」とは、クリーニング業を営む者をいい、洗たくをしないで、 

洗たく物の受取および引渡しのみを営業とする者は含まれない。                      

 

問４ 「クリーニング師」とは、都道府県知事が行うクリーニング師試験に

合格した者をいう。                 

 

問５ 「クリーニング業」には、繊維製品を使用させるために貸与し、その 

  使用済み後はこれを回収して洗たくし、さらにこれを貸与することを繰 

  り返して行う営業が含まれる。            
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問６ クリーニング業法第３条に規定する営業者の衛生措置等に関する次の

記述について、正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさ

い。                   

  

１ 洗場については、床が不浸透性材料で築造され、これに適当な勾配と

排水口が設けられていなければならない。 

 ２ 営業者は、自身がクリーニング師であれば、クリーニング所以外にお

いて、営業として洗たく物の処理を行うことができるが、他人に行わせ

てはならない。 

 ３ 洗たく物は、その素材に応じ区分して処理されなければならない。 

 

 

問７～問８ 次の文章は、クリーニング業法施行規則第１条の２に関する記

述である。文中の（  ）に当てはまる語句として正しいものを下の語群

から１つ選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。 

     

  クリーニング所においては、苦情の申出先となるクリーニング所の名 

称、所在地および電話番号を店頭に掲示しておくとともに、洗たく物の 

（ 問７ ）をしようとする際に、当該掲示事項を（ 問８ ）する。 

 

【語群】   

ア 受取  イ 受取および引渡し  ウ 引渡し 

エ 口頭で説明  オ 口頭または書面で周知 

カ 記載した書面を配布 

 

 

問９ クリーニング業法に規定するクリーニング師の研修に関する次の記述

について、正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。              

 

１ クリーニング所の業務に従事するクリーニング師は、業務に従事した

後３年以内に都道府県知事が指定した研修を受けなければならない。 

２ クリーニング所の業務に従事しているクリーニング師がクリーニング

所を異動したときは、その異動後１年以内に研修を受けなければならな

い。 

３ クリーニング師の研修を受けたクリーニング師は、業務従事者に対す

る講習を受けた者とみなす。 
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問１０ クリーニング業法に規定する営業者の届出に関する次の記述につい

て、誤っているものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。           

          

１ 営業者は、クリーニング所の従事者数に変更がある場合、あらかじめ 

都道府県知事に届け出なければならない。  

２ クリーニング所を開設しないで洗たく物の受取および引渡しをするこ 

 とを営業としようとする者は、営業方法、従事者数その他必要な事項を 

あらかじめ都道府県知事に届け出なければならない。 

３ 営業者は、クリーニング師を変更した場合、速やかに都道府県知事に 

 届け出なければならない。 

 

 

問１１～問１３ クリーニング業の営業者の地位の承継に関する次の記述に

ついて、正しいものには○を、誤っているものには×をそれぞれ解答用紙

に記入しなさい。   

 

 問１１ 営業者の地位を承継した者は、１年以内に、その事実を証する書

面を添えて、その旨を都道府県知事に届け出なければならない。 

 

問１２ 営業者について相続があったときは、相続人（相続人が２人以上

ある場合において、その全員の同意により当該営業を承継すべき相

続人を選定したときは、その者）は、当該届出をした営業者の地位

を承継する。 

 

問１３ 譲渡による営業者の地位の承継をする場合、事業を譲り受けた者

は、新たにクリーニング所の開設を届け出なければならない。 
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問１４ クリーニング業法施行規則に規定するクリーニング師の免許に関す

る次の記述について、正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入

しなさい。  

 

１ クリーニング師は、その本籍または氏名を変更したときは、10日以内

に、免許証の訂正の申請をしなければならない。 

２ クリーニング師の免許証を紛失したときは、その旨を書き、10日以内

に免許を与えた都道府県知事に再交付の申請をしなければならない。 

３ クリーニング師の免許の取消処分を受けた者は、10日以内に免許証を

返納しなければならない。 

 

 

問１５～問１７ クリーニング業法に関する次の記述について、正しいもの 

には○を、誤っているものには×をそれぞれ解答用紙に記入しなさい。 

 

問１５ 都道府県知事は、クリーニング師がクリーニング業に関し犯罪を

犯して罰金以上の刑に処せられたときは、その免許を取り消すこと

ができる。 

 

問１６ 都道府県知事は、営業者が措置命令に従わないときは、無期限に

その営業の停止またはクリーニング所の閉鎖もしくは業務用の車両

のその営業のための使用の停止を命ずることができる。 

 

問１７ 都道府県知事は、営業者またはその使用人で、洗たく物の処理ま

たは受取および引渡しの業務に従事するものが伝染性の疾病にかか

った場合、クリーニング所の閉鎖を命じなければならない。 

 

 

問１８ クリーニング業法に規定するクリーニング師の設置に関する次の記

述について、正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。    

  

１ 洗たく物の受取および引渡しのみを行うクリーニング所においては、

クリーニング師を置かなくともよい。 

 ２ 洗たく物の処理を行うクリーニング所においては、営業者は必ずクリ

ーニング師でなければならない。 

 ３ 従業者が２０名を超えるクリーニング所では、１０名ごとに１名以上

のクリーニング師を置く必要がある。 
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問１９～問２０ クリーニング業法に規定する立入検査に関する次の記述に

ついて、正しいものには○を、誤っているものには×をそれぞれ解答用紙

に記入しなさい。       

 

 問１９ 立入検査は、クリーニング所だけでなく業務用の車両も対象とな

る。 

 

問２０ クリーニング所の立入検査は、保健所の職員であれば、誰でも行

うことができる。 
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公衆衛生に関する知識 
 

[配点：１問５点×２０問＝１００点] 

 

問２１～問２３ 次の文章は、ウインスロー（アメリカの公衆衛生学者）に

よる公衆衛生の定義に関する記述である。文中の（  ）に当てはまる語

句として正しいものを下の語群から１つ選び、その記号を解答用紙に記入

しなさい。 

              

  公衆衛生とは、共同社会の（ 問２１ ）な努力を通じて、疾病を 

（ 問２２ ）し、寿命を延長し、肉体的、（ 問２３ ）健康の能率の 

増進をはかる科学であり、技術である。 

 

【語群】   

ア 精神的    イ 治療     ウ 継続的 

エ 経済的    オ 組織的    カ 個人的 

キ 予防     ク 文化的    ケ 早期発見 

    

 

 

問２４ ＷＨＯ（世界保健機関）憲章の健康の定義に関する次の記述につい

て、文中の（  ）に当てはまる語句の組み合わせとして正しいものを１

つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。  

 

  健康とは、肉体的、精神的および（ ア ）的に完全によい状態にある

ことであり、単に疾病または（ イ ）でないということではない。及ぶ

限り最高の健康水準を享受することは、人種、（ ウ ）、政治的信条、経

済状態のいかんを問わず、すべての人間の基本的権利である。 

                                  

    （ア）    （イ）    （ウ） 

１   文化     虚弱     宗教  

２   社会     虚弱     性別    

３   文化     貧困     性別 

４   社会     虚弱     宗教 

５   社会     貧困     宗教 
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問２５ 厚生労働省「クリーニング所における衛生管理要領」に規定する指

定洗たく物の一般的な消毒方法に関する次の記述について、誤っているも

のを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。 

 

１ 界面活性剤による消毒は、逆性せっけん液、両性界面活性剤等の殺菌

効果のある界面活性剤を使用し、その適正希釈水溶液中に３０℃以上で

３０分以上浸すこと。 

 ２ 蒸気による消毒は、１００℃以上の蒸気に１０分間以上触れさせるこ

と。 

 ３ 熱湯による消毒は、８０℃以上の熱湯に５分間以上浸すこと。 

 

 

問２６～問２８ クリーニング業における環境保全関係法規等に関する次の

記述について、正しいものには○を、誤っているものには×を解答用紙に

記入しなさい。 

             

問２６ クリーニング所は「洗たく業の用に供する洗浄施設」として、水

質汚濁防止法において政令で定める特定施設となっている。 

 

問２７ テトラクロロエチレンによるドライクリーニング機であって、処

理能力が１回あたり３０kg 以上のものを有する施設は、水質汚濁防

止法に基づく指定物質抑制基準の対象となる。 

 

問２８ 建築基準法では、安全性の観点から、引火性溶剤を用いるドライ

クリーニングを営む工場については、住居系地域や商業系地域にお

ける立地（建築）を禁止している。 

 

 

問２９ 次の事項のうち、地域保健法第６条に規定する保健所が行う業務と 

して誤っているものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。 

   

 １ 衛生上の試験および検査に関する事項 

 ２ 母性、乳幼児、老人の保健に関する事項 

 ３ 労働基準法に基づく事業場への立入検査および労働者災害補償法に基 

づく労災保険の給付等に関する事項 
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問３０～問３２ 標準営業約款（Ｓマーク）制度に関する次の記述について、

正しいものには○を、誤っているものには×を解答用紙に記入しなさい。  

 

問３０ この制度のＳマークは、「Sanitation（清潔）」、「Skill（技術）」、 

「Safety（安全）」の頭文字を取ったものである。 

 

問３１ 標準営業約款に従って営業を行おうとする者は、都道府県生活衛

生営業指導センターに申し出て登録を受ける。 

 

問３２ 標準営業約款は、事業者保護のための制度である。 

   

 

問３３ セレウス菌に関する次の記述について、正しいものを１つ選び、そ

の番号を解答用紙に記入しなさい。       

 

 １ セレウス菌が形成する芽胞は熱に弱く、熱湯による消毒が推奨される。 

 ２ 病院リネンを介したセレウス菌の集団感染事例がある。 

 ３ この細菌は、食中毒の原因となることはない。 

 

 

問３４ ノロウイルスに関する次の記述について、誤っているものを１つ選

び、その番号を解答用紙に記入しなさい。 

 

 １ ノロウイルスの消毒には、エタノールや逆性石けんが有効である。 

２ ノロウイルスが含まれる糞便や吐ぶつから人の手などを介して感染す 

る。 

３ 令和６年（２０２４年）の食中毒統計調査（厚生労働省）による食中 

毒発生状況においては、ノロウイルスを原因とする患者数が最も多い。 

 

 

問３５ 重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）について、病原体を媒介す

る生物として最も関係の深いものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入

しなさい。                              

  

 １ マダニ  

 ２ 蚊 

 ３ ノミ 
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問３６ 厚生労働省「おしぼりの衛生的処理等に関する指導基準」に関する

次の記述について、誤っているものを1つ選び、その番号を解答用紙に記入

しなさい。                  

  

 １ 製品として貸与されるおしぼりは、黄色ブドウ球菌が検出されないこ

と。 

 ２ おしぼりの処理に当たっては、汚れの程度の著しいもの等とそれ以外

のものとを分別すること。 

 ３ 貸与したおしぼりは、少なくとも７日以内に回収して処理すること。 

 

 

問３７ ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標）   

 に関する次の記述について、誤っているものを１つ選び、その番号を解答

用紙に記入しなさい。               

 

 １ 世界が２０３０年までに達成すべき１７の目標とその目標をより明確

にした２００のターゲットから構成されている。 

 ２ 省エネ設備の導入や、電気自動車の導入は、ＳＤＧｓに貢献している。 

 ３ ＳＤＧｓには、法令のように細かいルールや、目標未達による罰則は

ない。 

 

 

問３８～問３９ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律に規定する廃棄物の処

理に関する次の記述について、正しいものには○を、誤っているものには×を

解答用紙に記入しなさい。     

  

 問３８ 特別管理産業廃棄物とは、産業廃棄物のうち、揮発性、毒性、感

染性、その他の人の健康または生活環境に係る被害を生ずる恐れが

ある性状を有するものをいい、テトラクロロエチレンを含む廃油は

これにあたる。 

  

問３９ マニフェストを交付した全ての排出事業者は、前年度１年間の交

付等の状況を報告書にまとめて都道府県知事または政令市長に提出

しなければならない。 
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問４０ 次の文章は、３Ｒ（スリーアール）と呼ばれる省資源化の取組に関

する記述である。文中の（  ）に当てはまる語句として正しいものを下

の語群から１つ選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。  

 

  クリーニング業において、ペットボトルチップを原料としてハンガーを 

製品化することは、（ 問４０ ）の取組に該当する。 

 

【語群】   

１ リデュース 

２ リサイクル 

３ リユース 
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洗たく物の処理に関する知識 
 

[配点：１問５点×２０問＝１００点] 

 

問４１～問４３ シミ・汚れに関する次の記述について、正しいものには〇

を、誤っているものには×をそれぞれ解答用紙に記入しなさい。  

 

問４１ 油性のシミは、一般に生地が透けて見え、手ざわりが柔らかく、

周囲の輪郭は、はっきりしていないものが多い。   

 

問４２ 水溶性のシミは、霧吹きをかけると、シミよりも生地のほうが水

分を早く吸収する。    

 

問４３ アルコール、墨汁および果汁は、水溶性の汚れである。 

                            

 

問４４ シミの種類とそれぞれの処理に使用するシミ抜き剤の組み合わせに

ついて、正しいものを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。                     

 

    【種類】   【シミ抜き剤】 

１  不溶性 ―― 潤滑作用のある固形石けん 

２  油性  ―― 酸化漂白剤   

３  水溶性 ―― アセトン    

 

 

問４５～問４７ ランドリー工程に関する次の記述について、正しいものに

は○を、誤っているものには×を解答用紙に記入しなさい。   

 

 問４５ 予洗は、繊維、汚れ、糊などを膨潤させ、汚れを取りやすくする

もので、水量は本洗いより多めで、温度は４０℃より高くする。 

                           

 問４６ 漂白剤は、衣類殺菌の効果がある。漂白剤には、次亜塩素酸ナト

リウムがあるが、作用が強く繊維をいためやすいので注意を要する。 

 

 問４７ すすぎでは、水量を多めにし、初回のすすぎ温度は洗たく温度よ

り１０℃以上下げる。   
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問４８ ランドリー用水の条件に関する次の記述について、誤っているもの

を１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。 

 

１ 鉄分やマンガンが含まれていないこと。 

２ 硬水であること。  

３ 無色透明、無味無臭、液性が中性であること。 

 

 

問４９～問５１ 次の文章は繊維の特徴について記述したものである。最も 

適当なものを下の語群から選び、その記号を解答用紙に記入しなさい。                                      

 

問４９ アンゴラ山羊からとれる毛で、繊維は太く長く、白色で光沢と弾

力がある。強いコシがあるが、着用中に力がかかる部分の損傷に注

意が必要。  

 

問５０ 世界最初の合成繊維である。熱に対して弱く、タバコの火やスト  

    ーブなどで溶融し、穴が開く。一般衣料品やスポーツ衣料、下着、

ストッキングなどに多く用いられる。  

 

 問５１ 比重が０．９１と繊維の中で最も軽く、水に浮く繊維で、耐熱性   

    が低く、吸湿性はない。中綿にこの繊維を使用したアパレル製品は 

タンブル乾燥やプレスの熱で収縮する欠点がある。 

 

【語群】 

ア ナイロン    イ ポリプロピレン ウ カシミヤ 

エ アクリル    オ ポリ乳酸    カ ビキューナ 

キ キャメル    ク レーヨン    ケ モヘヤ 
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問５２ カーペットのクリーニングに関する次の記述について、正しいもの

を 1 つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。 

 

  １ 水洗い、シャンプー洗い、ドライクリーニングのうち、最も洗浄効

果が大きいのはシャンプー洗いである。   

２ ドライクリーニングを行う条件のひとつとして、裏ゴム張りが施され 

 ていないことが挙げられる。  

３ 水洗いは、取り外しが困難な敷き詰めカーペットの洗浄に用いられる。 

          

                           

問５３ 毛皮のクリーニングに関する次の記述について、正しいものを 1 つ

選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。 

                                       

１ 毛皮は、ドライクリーニングが適している。  

２ 毛皮の保管温度は１０～１５℃、湿度４５～５０％が最適である。 

３ 仕上げは人体プレス機を使用し、６０～７０℃以上で蒸気量を少なめ 

にして短時間で処理をする。   

 

 

問５４ 次のうち、「仕上げの３条件」に含まれないものを１つ選び、その番

号を解答用紙に記入しなさい。    

                              

１ 圧力 

２ 湿気 

３ 消毒                     

 

 

問５５ 界面活性剤のイオン系に関する次の記述について、正しい組み合わ

せを１つ選び、その番号を解答用紙に記入しなさい。       

   

１ アニオン系 － 陰イオン 

２ ノニオン系 － 陽イオン   

３ カチオン系 － 非イオン   
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問５６ 糸および染色品に関する次の記述について、正しいものを１つ選び、

その番号を解答用紙に記入しなさい。        

 

１  モール糸は、ポリエステルやナイロンのベースフィルムにアルミニウム 

や銀等の金属を蒸着した糸である。          

２ 生成りは染色や漂白がされる前の天然繊維の色であり、漂白剤や蛍光

増白剤で白色化することに注意が必要である。 

３ 強撚糸織物の仕上げ時は、蒸気を多めにし、アタリの出ないようあて

布を使用するなどの配慮が必要である。       

 

  

 

問５７～問６０ 繊維製品の取扱い表示（JIS L0001:2024）とその意味に関

する次の説明について、正しいものには○を、誤っているものには×をそれ

ぞれ解答用紙に記入しなさい。  

 

問

57 

 

底面温度１２０℃を限度としてアイロン仕上

げができる。   

問

58 

 

日陰でのつり干し乾燥がよい。 

     

問

59 

 

タンブル乾燥ができる。 

（排気温度上限８０℃） 

問

60 

 

石油系溶剤又はデカメチルペンタシクロシロ

キサンによるドライクリーニングができる。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


